
天草市の被害状況（家屋のみ）
住家被害　※店舗や空き家を含まない家屋 （件）

全壊 1
大規模半壊 2
中規模半壊 1
半壊 128
準半壊 39

準半壊に至らない
（一部損壊） 343

り災証明書交付件数より

土砂崩れにより倒壊した家屋（栖本町河内）

土砂崩れにより崩落した道路（有明町赤崎）

水が流れ込んだ本渡中央商店街

冠水した住宅地（有明町大浦）

土砂崩れにより通行止めとなった道路（倉岳町棚底） 決壊した河内川の護岸（栖本町湯船原）

令
和
7
年
8
月
10
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、

天
草
市
付
近
で
、
1
時
間
あ
た
り
約
1
1
0

ミ
リ
か
ら
1
2
0
ミ
リ
以
上
の
猛
烈
な
雨
を

観
測
。
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
、
本
渡
地

域
で
は
、
1
時
間
の
降
水
量
と
し
て
観
測
史

上
1
位
の
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。

市
内
で
は
、
11
日
朝
に
本
渡
の
町
山
口
川
で

堤
防
を
越
え
た
水
が
住
宅
街
や
商
店
街
な
ど
へ

流
れ
込
み
、
有
明
町
や
栖
本
町
を
中
心
に
、
道

路
損
壊
や
冠
水
、
土
砂
崩
れ
、
河
川
の
護
岸
決

壊
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
家
屋
の
浸
水
や
農
地
へ
土
砂
が

流
入
す
る
な
ど
、大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
の
被
害
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
人
的
な
被
害
が
な
か
っ
た
の
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
〝
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
〞
と
い

う
「
自
助
」
や
、
周
囲
の
人
た
ち
と
協
力
し
合

う
「
共
助
」
の
意
識
の
表
れ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

令
和
7
年
8
月
豪
雨
を
振
り
返
る
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Check

Check各
家
庭
に
1
部
ず
つ
配

布
し
て
あ
る
天
草
市
総
合
防

災
マ
ッ
プ
。
河
川
が
氾
濫
し

た
場
合
の
浸
水
想
定
区
域
や

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
が

細
か
く
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
家
や
職
場
の
場
所

を
確
認
し
、
ど
ん
な
災
害
の

危
険
度
が
高
い
の
か
把
握
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▶
令
和
7
年
8
月
豪
雨
で
浸
水

し
た
ポ
ル
ト
前
や
本
渡
諏
訪

神
社
駐
車
場
な
ど
は
浸
水
想

定
区
域
に
入
っ
て
い
る 自

宅
の
す
ぐ
そ
ば
を
流
れ
る
宗

土
岐
川
の
水
量
が
増
え
て
き
た
の

で
、
朝
8
時
頃
に
妻
と
2
人
で
避

難
所
と
な
っ
て
い
る
市
役
所
栖
本

支
所
に
避
難
し
ま
し
た
。
今
思
え

ば
虫
の
知
ら
せ
だ
っ
た
の
か
な
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
後
宗
土
岐
川

が
氾
濫
し
、
小
屋
が
流
さ
れ
、
自

宅
前
の
道
路
が
崩
落
し
ま
し
た
。

小
屋
が
な
か
っ
た
ら
母
屋
が
流
さ

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
ゾ
ッ

と
し
ま
す
。

避
難
す
る
と
き
は
川
か
ら
水
や

石
が
道
路
に
流
れ
込
み
、
軽
ト
ラ

で
も
な
か
な
か
進
む
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
自
宅
に
戻
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
午
後
１
時
頃
。

道
路
が
崩
落
し
て
い
た
た
め
自
宅

の
上
の
道
か
ら
畑
を
通
っ
て
な
ん

と
か
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
屋
と
一
緒
に
中
に
あ
っ
た
農
機

具
も
全
て
流
さ
れ
、
母
屋
は
浸
水

し
て
い
ま
し
た
。

妻
が
非
常
用
持
出
袋
を
用
意
し

て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
と
い
う
と

き
は
慌
て
て
し
ま
い
避
難
す
る
の

で
精
一
杯
で
し
た
。
持
出
袋
は
玄

関
の
分
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
に
置

い
て
お
き
、
と
に
か
く
早
め
に
避

難
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。

11
日
の
朝
７
時
30
分
頃
、
普
段

は
大
雨
で
も
浸
か
ら
な
い
自
宅
前

の
道
路
が
浸
か
り
始
め
、「
い
つ

も
と
違
う
」
と
感
じ
、
少
し
高
い

と
こ
ろ
に
あ
る
元
農
協
前
の
倉
庫

に
妻
と
避
難
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

周
辺
の
道
が
浸
水
し
て
自
宅
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
被
害
状
況

を
知
っ
た
の
は
水
が
引
い
た
そ
の

日
の
夕
方
。
自
宅
は
床
上
40
㎝
ま

で
水
に
浸
か
り
、
畳
は
浮
き
上
が

っ
て
タ
ン
ス
は
倒
れ
、
小
屋
の
農

機
具
も
全
て
駄
目
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
時
は
「
も
う
こ
こ
に
は

住
め
な
い
」
と
思
い
ま
し
た
。

断
水
し
な
か
っ
た
お
か
げ
で
家

の
中
は
水
で
流
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
再
び
住
め
る
よ
う
に
な

る
ま
で
か
か
っ
た
の
は
２
カ
月

半
。
片
付
け
を
手
伝
っ
て
く
れ
た

息
子
た
ち
や
親
戚
・
知
人
の
皆
さ

ん
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。海

が
近
い
の
で
、
大
雨
や
台
風

の
と
き
は
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
で
潮

見
表
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
津
波

警
報
が
出
た
と
き
な
ど
は
避
難
し

た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
浸
水
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
ど
こ
か
人
ご
と
に
思
っ

て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
や
は

り
早
め
の
避
難
が
大
切
で
す
ね
。

そ

と
ぎ

「いざとなると慌てて何もできん」

かずしげ

釜元 一茂 さん（有明町大浦）「こがんひどくなると思わんかった」

あつし

勝木 篤 さん（栖本町河内）

▲土砂が堆積した宗土岐川と
流された小屋の一部

▲浸水した自宅周辺。水門に詰まってい
た流木などを取り除くと水が引いた

▲崩落した家の前の道路

●警報・注意報の情報名に「レベル」が付きました
●河川氾濫の危険度の伝え方が変わりました（特別警報の新設など）
●「警戒レベル４相当」の情報は「危険警報」として発表されます

※天草市には該当河川なし

新しい防災気象情報の情報体系とその名称
河川氾濫
１級河川などの
大河川※の氾濫

大雨
低地の浸水や
大河川以外の氾濫

土砂災害
急傾斜地の

がけ崩れや土石流

高潮
海水面の上昇や

波の打上げによる浸水

（警戒レベルごとの）
住民がとるべき行動

警戒レベル

5相当
レベル5

氾濫特別警報
レベル5

大雨特別警報
レベル5

土砂災害特別警報
レベル5

高潮特別警報
命の危機　直ちに安全確保！

＜警報レベル4までに危険な場所から必ず避難！＞
警戒レベル

4相当
レベル4

氾濫危険警報
レベル4

大雨危険警報
レベル4

土砂災害危険警報
レベル4

高潮危険警報
危険な場所から全員避難

警戒レベル

3相当
レベル3
氾濫警報

レベル3
大雨警報

レベル3
土砂災害警報

レベル3
高潮警報

避難に時間を要する人は早めに避
難、避難の準備など

警戒レベル

2
レベル2
氾濫注意報

レベル2
大雨注意報

レベル2
土砂災害注意報

レベル2
高潮注意報

避難行動を確認（避難場所や避難
ルート、避難のタイミングなど）

警戒レベル

1 早期注意情報 災害への心構えを高める

令和7年8月豪雨で自宅が半壊したお二人に話を伺いました。
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避難行動判定フローとは、自宅の災害リスク（浸水、土砂災害等）を踏まえ、避
難所に移動するべきか自宅にとどまるべきかなどを迅速に判断する基準です。
総合防災マップで自宅を確認し、避難行動判定フローを作成してみましょう。

亀場地区は、稜南中学校が第一次避難場所となっています。以前は
学校がある区の住民で避難所の運営をしていましたが、「１つの区で
は負担が大きすぎる。亀場地区全体で支え合おう」との声が上がり、
3年前から地区全体で運営する体制になりました。
きっかけとなったのは、区長さんたちを中心に、東日本大震災規模
の地震が天草で起きて津波が発生したら亀場地区がどうなるのかシミ
ュレーションした動画を観たことです。「形だけの組織では意味がな
い。実働できる組織をつくろう」と意識が高まりました。
昨年８月の豪雨では、地区を流れる亀川があふれる危険が高まり、
一部では浸水。食場地区などの山間部では土砂崩れも発生し、一時孤
立した集落もありました。稜南中学校には100人を超える避難者が押
し寄せましたが、３年前から行っていた防災研修が功を奏し、避難者
の受け入れや誘導、情報提示、安全確保など、慌てることなく臨機応
変に対応することができました。
いつどこで起こるか分からない災害に備え、毎月の研修と子どもた
ちを含めた特別研修を行っています。そのおかげか住民の防災意識が
徐々に高まり、一斉避難訓練では９割以上の家庭が参加している区も
あります。
日頃からのつながりが大切で、地域の祭りや行事に参加し、人と人
とのつながりをつくっておくことが、いざというときの支えになると
思っています。

災害に備え、最低でも3日間は生活できるだけの量
を用意しておきましょう。

□非常食
缶詰やレトルト食品など、そのまま
食べられるか、簡単な調理で食べられるもの

□水　飲料水は1人1日3リットルが目安

□工具類　スコップやロープなど
□生活用品
カセットコンロとガスボンベ、毛布、衣類、トイレ
ットペーパー、ドライシャンプー、ビニール袋など

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
大
雨
や

台
風
な
ど
の
自
然
災
害
か
ら
身
を
守

る
た
め
の
防
災
行
動
計
画
で
す
。

あ
ら
か
じ
め
避
難
行
動
を
ま
と
め

て
お
く
こ
と
で
、
自
分
と
家
族
の
行

動
が
は
っ
き
り
し
、
い
ざ
と
い
う
時

に
慌
て
ず
に
避
難
で
き
ま
す
。

たけ みち

大野 武道 さん

かず ま

井上 数馬 さん
のり お

前田 則男 さん

せい じ

赤石 政二 さん
せい じ

山口 誠治 さん

市ホーム
ページから
ダウンロード
できます。▶

Check

亀場地区自主防災会自主防災組織インタビュー

日頃からのつながりを大切に

Check

大きな災害が発生した場合、
大量の災害廃棄物が発生しま
す。平常時の収集方法では混乱
が生じる恐れがある場合、災害
廃棄物仮置場を設置します。

■災害廃棄物仮置場への
　ごみの出し方

●分別品目
ガラス、茶わん /ソファー、
ベッド /布団、衣類 /畳 /家
電４品目（テレビ、冷蔵庫、
洗濯機、エアコン）/金属く
ず /木製家具 /木くず /小型
家電/パソコン/石膏ボード/
瓦/プラスチック類/土砂（床
下などに流入した土砂のみ）
※災害の種類などにより分別方
法を変更することがあります

■災害廃棄物仮置場へ
　持ち込みができないもの

分別されていない混合ごみ/
廃自動車や自動二輪など、タ
イヤ /危険物（バッテリー、
消火器、電池類）/廃蛍光管
などの水銀含有物/天草市以
外で発生したごみ
災害廃棄物仮置場を設置す
る場合は、防災行政無線、市
ホームページ、安心安全メー
ルなどでお知らせします。

　問環境施設課　☎32-7861

災害時も
ごみの分別が
必要です

ど
ち
ら
も
総
合
防
災
マ
ッ
プ
で
作
成
で
き
ま
す
。

・災害廃棄物は分別が必
要です
・仮置場には、生ごみ（生
活ごみ）は持ち込めませ
ん。地区のごみステーシ
ョンへ出してください
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災害発生の危険
度が一目で分かる
「キキクル」など、
防災情報が集約さ
れています。
「日頃の備え」
についても確認し
ておきましょう。

一人ひとりが日頃からできる防災対策を行うことで、もしものときの被害を最小
限におさえることができます。食料や水などの備蓄品を3日分備えておく、いざと
いうときの行動を家族と話し合っておくなど、できることはたくさんあります。
この機会に、防災についての知識を深め、日頃の備えを見直してみましょう。

●総合防災マップを使用して、訓練参加者で以下の点について話し合ってみましょう。
・地域の災害リスクなど
・各自が住んでいる家の災害リスク（浸水想定区域、土砂災害警戒区域など）
・避難場所までの避難経路
・地域避難（集合）する場所（高台）
・非常時持ち出し品
●災害時を想定した対応訓練をしてみましょう。
・簡易トイレを使った体験訓練
・住民名簿などを活用した住民の安否確認訓練

LINEのメニューから

プ
ラ
ス
１
の
取
り
組
み
を

6/14㊐
9:00～サイレン

住んでいる区や自主防災組織、
地区振興会などで避難場所が異なります。
事前にお知らせで確認してください。

地区の訓練に参加できない場合は…
総合防災マップを確認し、自宅の災害リス

クや非常時持ち出し品の確認を行いましょう。

「天草市一斉避難訓練特別番組～備えるラジオ～」を放送します

8:00～11:00放送時間みつばちラジオで

LINEの
登録はこちら▶

Information

Check

強風や大雨によって、道路や橋の通行が禁止・制限されることがあります。日頃から通行区間
の規制基準を確認し、荒天時は早めの情報収集に努めて、安全な通行を心掛けましょう。
□問土木課☎32-6795

荒天時の道路通行止めに
ご注意ください
荒天時の道路通行止めに
ご注意ください

②雨量（落石・地すべり）
国道389号（苓北町都呂々～天草町下田）
要因：落石・波浪

県道牛深天草線（二浦町～魚貫町）
要因：地すべり

県道深海線（国道 266 号～県道本渡牛
深線）　要因：地すべり

県道本渡牛深線（久玉町中の浦～久玉町
大の浦）　要因：落石

1

４

２

３

③道路冠水
五和町二江・猪口モータース付近（県道本渡五和線）

新和町小宮地（県道本渡牛深線）

河浦町一町田（県道牛深天草線）

河浦町白木河内（国道389号）

河浦町白木河内（国道266号）

深海町浅海（県道本渡牛深線）

有明町楠甫蛤（国道324号）

１

３

４

５

６

７

２

●規制箇所（路線名など）
①風速

① 天草未来大橋（本渡道路）

② 瀬戸歩道橋（市道瀬戸浜田尻線）

③ 天城橋（三角大矢野道路）

④ １号橋～５号橋（国道266号・324号）

⑤ 天草瀬戸大橋（国道266号・324号）

⑥ 松島有明道路

⑥ 中瀬戸橋（本郷椛の木線・御所浦）

⑦ 二江大橋（国道324号・五和）

⑧ 若宮大橋（国道324号・五和）

⑨ 通詞大橋（市道通詞１号線・五和）

⑩ 通天橋（市道長手天附線・牛深）

⑪ ハイヤ大橋（牛深）

（１）風速15ｍ/ｓ通行止め

（２）風速25ｍ/ｓ通行止め

１

３

４

５

６

７

２ ８

9

10

11

12

※（２）のうち⑥以外は15ｍ/ｓ以上で歩行者・二輪車通行止め６

●通行規制基準
規 制 内 容

道路冠水

雨　量
（落石・地すべり）

風　速

※連続雨量は、1 時間に 2mmを超える降雨を降り
始めとして累計した雨量

風速          
※歩行者・二輪車通行止め

15ｍ/ｓ

連続雨量          150mｍ

量水標の　　黄色

風速           
（一部           ）

25ｍ/ｓ
15ｍ/ｓ

連続雨量          200mｍ

量水標の　　
※量水標未設置箇所は、

冠水水深

赤色

30cm

通　行　注　意 通　行　止　め

１

３

２

市公式LINE▼

11 市政だより天草 No.374 102026.6

「大丈夫でしょ」はキケン！ ～災害から身を守るには～


